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研究成果の概要（和文）：本研究では保育士へのアンケート調査を行い、4年間の中期の縦断的追跡調査によっ
て、保育カンファレンスを実施した保育所が、非実施の他の保育所と比較して、職場内の「同僚性」が上昇する
かを実証的に解明することを目的とした。
保育カンファレンスの中期的な効果がみられるのは、「管理職との保育方針」の共有のみであり、「同僚性」や
「満足感」は中期的には低下してしまっていた。
本研究結果からは、保育カンファレンスは、管理職と保育士との関係性の向上には寄与すること、保育園内の同
僚性の向上や悩みの軽減については、短期的な効果が認められること、が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate whether colleagues in the 
workplace will rise compared to other nursery schools where nursery schools that carried out 
nurseries conferences did not conduct a questionnaire survey for daycare professionals, It is to 
elucidate empirically from a follow-up survey.
The medium term effect of nursing conference is only sharing of "childcare policy with managerial 
staff", "colleague nature" and "satisfaction" declined in the medium term.
From the results of this study, it is clear that the nursing conference can contribute to improving 
the relationship between managerial staff and nursery teacher, that short-term effects can be 
recognized with respect to improving colleague nature and alleviating trouble in nursery schools It 
was revealed.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
保育所保育指針解説書（厚生労働省：2008）

および幼稚園教育要領解説（文部科学省：
2008）において、保育の質を高めるために保
育カンファレンスを行うことが推奨されて
いる。また、保育者の専門性向上のためには
「省察」が必要なことや（津守：1989、鯨岡：
2007 など）、同僚性を基礎とした「語り合い」
（≒保育カンファレンス）が必要なことなど
が述べられている（大豆田：2009）。 
このように保育カンファレンスへの期待

の高まりとともに、有効な保育カンファレン
スモデルの構築と、保育カンファレンスの効
果の検証が学術的な喫緊の課題となってい
る。 
保育カンファレンスの効果に関する先行

研究では、「保育の知の再構築」（若林・杉村：
2005）や、「保育者間の暗黙の了解の再認識」
（木全：2008）など、保育者の力量形成や学
習の側面が着目されてきた。また、保育カン
ファレンスは園全体のコミュニケーション
を図る談話実践であることから、「専門職の
コミュニティ形成」の場、「同僚性」の形成
の場としても期待されてきている（秋田：
2008）。一般的に「同僚性」に期待される機
能は、カンファレンスなどによる「力量形成
の機能」だけでなく、複雑な教育課題に同僚
と協力して取り組むなどの「教育活動の効果
的な遂行の機能」、ストレスによるバーンア
ウトを防ぐ「癒し」の３つであるとされてい
る（Little:1982）。 
つまり、保育カンファレンスに求められる

新たな機能として「専門職のコミュニティ形
成」が期待されているという内実は、Little
が提唱するように、「力量形成」だけでなく
「同僚性」を育み園全体の保育の遂行機能を
向上させることや、保育者の精神面を支える
ことの希求の反映であるといえる。保育カン
ファレンスが職場内の「同僚性」を育むこと
ができるのか、或いは「同僚性」を育む為に
はどのような保育カンファレンスが有効か
を検証する必要がある。 
一方で、これまでの保育カンファレンスの

効果を評価した研究は、ヒアリングや参与観
察を通じた質的な調査に留まっており、量的
かつ実証的な研究は行われていない。また、
保育に関する社会調査の多くは横断的調査
であり、実施された調査に対する縦断的調査、
追跡調査の割合は小さい。これは、縦断的調
査、追跡調査を行うには多大な時間や費用が
かかるだけでなく、個人 ID を付与する必要
上、個人情報保護のハードルが高く、実施が
困難である為であることが予想される。しか
し、縦断的追跡調査（パネル調査）を行うこ
とでこそ、保育士一人ひとりへの影響、有効
な保育カンファレンスや「同僚性」が形成さ
れる「過程」を明らかにすることができる。 
平成 24 年 9 月から A 市公立保育所（26 ヶ

所）において、保育所保育士 500 名に対し同
意の下に個人 ID を付与したアンケート調査

を 2 年間で 3 回実施し、保育士一人ひとりの
悩みや学習ニーズ・職場環境等について、縦
断的追跡調査の基礎調査を行った。（平成 24
年～25 年「研究活動スタート支援：保育者の
悩み・学習ニーズの変容と同僚性を基礎とし
た研修に関する実証的研究」（以下、「研ス
タ」）の助成を得て実施）。また、26 ヶ所の内
6 ヶ所の保育所で保育カンファレンスを１年
間に延べ 50回開催し、その効果も測定した。 
 「研スタ」での研究では、保育者の悩みや
学習ニーズが「年齢とともに変化すること」
や管理職や同僚保育者との関係性や職場環
境によって影響を受けていること」を統計分
析によって明らかにしたとともに、保育カン
ファレンスを行った 6 つの保育所（介入群）
では、その他の保育所（対照群）に比べて「同
僚性」に関する指標が高まりつつある兆しが
確認されている 
  
２．研究の目的 
上記「研スタ」における保育カンファレン

スの研究は、実施僅か 1 年での効果評価に過
ぎず、一過性のものである可能性や他の影響
も否定できず、縦断的かつ追跡的な長期間の
精緻化された効果評価が必要である。 
そこで、本研究では個人 ID を付与した保

育士へのアンケート調査を引き続き行い、2
年間の長期の縦断的追跡調査（「研スタ」で
の研究を含め 4 年間）によって、保育カンフ
ァレンスを実施した保育所（介入群）におい
て、非実施の他の保育所（対照群）と比較し
て、職場内の「同僚性」が有意に上昇するか、
また上昇への変化の「過程」を実証的に解明
することを目的とする。 
研究においては介入群である 6つの保育カ

ンファレンス実施保育所が、対照群である他
の保育所に比べて、「同僚性」が高まってい
くことを 4年間の縦断的追跡調査から明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
アンケート調査は A 市公立保育所 26 ヶ所

の保育士 500 名に対し個人 ID を付与の上、2
年間で 2回の追跡研究を行う。調査項目は同
僚性やソーシャルサポート等138項目である。
分析方法は、「同僚性」に影響のある要因に
ついて検証し、4 年間の縦断的な変化を、カ
ンファレンス非実施の保育所（対照群）との
経年的な比較より、カンファレンス実施保育
所（介入群）の「同僚性」が有意に上昇する
かを検証する。 
 
４．研究成果 
 保育カンファレンスの中期的な効果評価
（主な項目）は以下の通りである。 
【１．クラスの子どものことでの悩み】 
保育カンファレンス実施保育所では、「ク

ラスの子どものことで悩み」が年々高まって
いた。しかし、2015 年以降、悩みは減少して
いった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【２．管理職との保育方針の共有】 
 保育カンファレンス非実施保育所では、
「管理職の運営方針との食い違い」が 2014
年から 2015 年で高まってきているが、保育
カンファレンスを実施した保育所ではむし
ろ減少傾向にある。保育カンファレンスが、
管理職と保育者との保育運営の協同の風土
をつくったのではないかと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【３．職場のチームワーク】 
 職場のチームワークのよさは、非実施保育
所では４年間でほとんど変化がないなか、カ
ンファレンス実施保育所では、カンファレン
スを行うごとに高まっていき、2015 年以降は

低下している。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【４．仕事に対する満足感】 
 保育カンファレンス実施保育所では、非実
施保育所と比べて仕事への満足感が高くな
ってきていたが、2015 年以降は低下し、現在
ではどちらも変わらない水準となっている。 
 保育カンファレンスにおいて、同僚と話し
合うことが仕事の満足感に大きな影響を与
えているのではないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



【５．同僚に恵まれたと思う】 
 同僚に恵まれたと思う保育士は、カンファ
レンス実施時は増えていったが、2015 年以降
は低下している。 
 ただ、2016 年には大きく低下していること
から、カンファレンスの影響以外の要因があ
ったのではないかと想像される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【６．職場で悩みを相談できる人】 
 職場に悩みを相談できる人は、2015 年以降
低下している。また、非実施保育所において
も低下傾向にあるので、原因の分析と対応が
必要となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【考察】 
保育カンファレンスの中期的な効果がみ

られるのは、「管理職との保育方針」の共有
のみであり、「同僚性」や「満足感」は中期
的には低下してしまっていた。 
これは、保育カンファレンスのモデル実施

の一番の効果は、園長、副園長などの管理職
の意識、行動の変容、あるいは保育士の管理
職に対する意識、行動の変容が、にあると考
えられる。 
保育者同士の関係、つまり「同僚性」につ

いては、カンファレンスでは恒常的な変化を
生むにはいたらなかった。 
同様に、「保育の仕事の満足感」も、恒常

的な向上は生まれなかった。 
今回の結果からは、保育カンファレンスは、

管理職と保育士との関係性の向上には寄与
すること、保育園内の同僚性の向上や悩みの
軽減については、短期的な効果が限定的に認
められること、が明らかになったと言える。 
なぜ、同僚性や悩みの軽減については短期

的であったのか、については引き続き検討が
必要であるが、アンケートの自由記述や参加
者からの感想では、「保育カンファレンスが
マンネリ化してくる」や「新たな悩みや課題
が生まれてくる」というような意見も散見さ
れ、保育カンファレンスの実施方法の随時の
見直しが必要ではないかと考えられる。 
また、今回の評価尺度は、主観を数値化す

るものであり、上限なく向上する尺度ではな
かったことから、経年の効果を評価していく
ためには、新たな指標の作成が必要であった
のではないかとも考えられる。 
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